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令和元年度浅川清流環境組合決算審査意見について 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付

された令和元年度浅川清流環境組合決算を審査した結果、次のとおり意見を付します。 
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注 記 

イ 文中に用いる金額は、原則として千円単位で表示し、単位未満を四捨五入した。

そのため、合計等と符合しない場合がある。 

ロ 比率（％）は、原則として小数点以下第２位を四捨五入した。 

ハ 構成比率については、内訳の計が１００.０％とならない場合がある。 
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令和元年度浅川清流環境組合決算審査意見書 

 

 

第１ 審査の概要 

 

１ 審査の種類 

  地方自治法第２３３条第２項の規定による審査 

 

２ 審査の対象 

(1) 令和元年度浅川清流環境組合一般会計歳入歳出決算 

(2) 令和元年度浅川清流環境組合一般会計歳入歳出決算事項別明細書 

(3) 令和元年度浅川清流環境組合一般会計実質収支に関する調書 

 

３ 審査の期間 

  令和２年７月１日から令和２年８月３１日まで 

 

４ 審査の着眼点及び実施内容 

  審査にあたっては、管理者から提出された一般会計決算書及び付属書類につい

て、地方自治法等関係法令に準拠して調製されているかどうか、決算の計数は正

確であるか否かを検証するとともに、予算は適正に執行されているかを主眼とし

て、関係書類、帳票類と照合その他通常実施すべき審査手続きにより実施した。 

  なお、本審査は浅川清流環境組合監査基準に準拠し実施した。 
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第２ 審査の結果 

 

１ 総 括 

  令和元年度浅川清流環境組合一般会計の歳入歳出決算の総額は、表１に示す 

とおりである。 

  審査に付された一般会計の決算書及び決算付属書類は、地方自治法及び関係法 

令の規定に従い、会計原則にそって作成されている。総括的に予算の執行状況を 

みると、地方自治法及び関係法令等に基づき事務処理がなされ、概ね適正に執行 

されていることが認められた。 

  更にこれらの計数についても、関係諸帳票及び証書類と照合した結果いずれも 

符合し、また出納閉鎖日（令和２年５月３１日）現在における令和元年度歳計剰 

余金と、指定金融機関が発行した証書類とを照合検算した結果、その金額は合致 

しており、当年度における決算を適正に表示しているものと認められた。 

 

表１ 

令和元年度一般会計歳入歳出決算総括表 

  （単位：円：％） 

 

 

 

 

 

表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続費逓次 繰越明許費 事故繰越

決　算　額 収入率 決　算　額 執行率 繰  越  額 繰  越  額 繰 越 額

12,591,568,000 12,602,378,282 100.1 12,527,701,294 99.5 74,676,988 0 0 0 74,676,988

予 算 現 額
歳　　　　　出 歳入歳出決算

差 引 残 額

歳　　　　　入
翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

予算現額　（Ａ） 調 定 額　（Ｂ） 収入済額　（Ｃ）

1
分 担 金 及 び
負 担 金

1,399,942,000 1,399,942,000 1,399,942,000

2 国 庫 支 出 金 2,436,265,000 2,447,048,000 2,447,048,000

3 繰 越 金 36,220,000 36,219,163 36,219,163

4 諸 収 入 3,141,000 3,169,119 3,169,119

5 組 合 債 8,716,000,000 8,716,000,000 8,716,000,000

12,591,568,000 12,602,378,282 12,602,378,282合　　　　　　計

款　別　歳　入　状　況　

                   区　　分

　款　　別

令　　　和　　　元 
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２ 一般会計 

(1) 歳入決算状況 

① 款別歳入状況 

款別歳入状況の年度比較は、表２に示すとおりである。 

歳入決算額は、１２６億２３７万８千円で前年度決算額５７億７,９８１ 

万２千円と比べ、６８億２,２５６万６千円（１１８.０％）の増加となって 

いる。予算額１２５億９,１５６万８千円に対しては、１００.１％の収入率 

で前年度９９.９％と比べ０.２ポイントの増加を示し、調定額１２６億２３

７万８千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算現
額対比

調定額
対比

平成30年度

不納欠損額 収入未済額
(C)/(A)
×100

(C)/(B)
×100

収入済額 (D)
増減額(E)
(C)－(D)

比率
(E)/(D)×100

0 0 11.1 100.0 100.0 1,240,381,000 159,561,000 12.9

0 0 19.4 100.4 100.0 2,035,366,000 411,682,000 20.2

0 0 0.3 100.0 100.0 43,400,111 △ 7,180,948 △ 16.5

0 0 0.0 100.9 100.0 1,364,688 1,804,431 132.2

0 0 69.2 100.0 100.0 2,459,300,000 6,256,700,000 254.4

0 0 100.0 100.1 100.0 5,779,811,799 6,822,566,483 118.0

　年　度　比　較　表
（単位：円：％）

  年　　　度 収　入
済　額
構成比

対 前 年 度
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②  歳入決算状況の内訳 

   １ 分担金及び負担金 

 歳入決算額は、１３億９,９９４万２千円で前年度決算額１２億４,０３

８万１千円と比べ、１億５,９５６万１千円（１２.９％）の増加となって

いる。予算現額１３億９,９９４万２千円に対しては、１００.０％の収入

率で前年度と同一である。調定額１３億９,９９４万２千円に対しては、１

００.０％の収入率で前年度と同一である。 

 

内訳は、組合構成市負担金で、事務経費負担金が７億９,９９４万２千円、

周辺環境整備負担金が６億円となっている。 

 

 各市の負担額は、日野市が事務経費負担金として２億６,６６４万８千円、 

国分寺市が事務経費負担金及び周辺環境整備負担金として５億６,６６４

万７千円、小金井市が事務経費負担金及び周辺環境整備負担金として５億 

６,６６４万７千円となっている。 

 

２ 国庫支出金 

歳入決算額は、２４億４,７０４万８千円で前年度決算額２０億３,５３

６万６千円と比べ４億１,１６８万２千円（２０.２％）の増加となってい

る。予算現額２４億３,６２６万５千円に対しては、１００.４％の収入率

で前年度９９.５％と比べ０.９ポイントの増加を示している。調定額２４

億４,７０４万８千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一で

ある。 

     

     ３ 繰越金 

     歳入決算額は、３,６２１万９千円で前年度決算額４,３４０万円と比べ、

７１８万１千円（１６.５％）の減少となっている。予算現額３,６２２万

円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。調定額３,６

２１万９千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

 

   ４ 諸収入 

     歳入決算額は、３１６万９千円で前年度決算額１３６万５千円と比べ、
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１８０万４千円（１３２.２％）の増加となっている。予算現額３１４万１

千円に対しては、１００.９％の収入率で前年度４５,４８９.６％と比べ４

５,３８８.７ポイントの減少を示し、調定額３１６万９千円に対しては、１

００.０％の収入率で前年度と同一である。 

     内訳は次のとおりである。 

    ・預金利子 

     歳入決算額は、１万９千円で前年度決算額１万２千円と比べ、６千円（４

９.５％）の増加となっている。予算現額１千円に対しては、１,８５７.

１％の収入率で前年度１,２４２.１％と比べ６１５.０ポイントの増加を

示し、調定額１万９千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同

一である。 

    ・雑 入 

     歳入決算額は、３１５万１千円で前年度決算額１３５万２千円と比べ、

１７９万８千円（１３３.０％）の増加となっている。予算現額３１４万

円に対しては、１００.３％の収入率で前年度６７,６１３.４％と比べ６

７,５１３.１ポイントの減少を示し、調定額３１５万１千円に対しては、

１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

 

４ 組合債 

      歳入決算額は、８７億１,６００万円で前年度決算額２４億５,９３０

万円と比べ、６２億５,６７０万円（２５４.４％）の増加となっている。

予算現額８７億１,６００万円に対しては、１００.０％の収入率で前年

度と同一である。調定額８７億１,６００万円に対しては、１００.０％

の収入率で前年度と同一である。 

  

(2)  歳出決算状況 

①  款別歳出状況 

款別歳出状況の年度比較は、表３に示すとおりである。 

歳出決算額は、１２５億２,７７０万１千円で前年度決算額５７億４,３５

９万３千円と比べ、６７億８,４１０万９千円（１１８.１％）の増加となっ

ている。予算現額１２５億９,１５６万８千円に対しては、９９.５％の執行

率で前年度９９.２％と比べ０.３ポイントの増加を示している。 
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表３ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 歳出決算状況の内訳 

    １ 議会費 

      歳出決算額は、４８２万９千円で前年度決算額５４９万１千円と比べ、 

６６万２千円（１２.１％）の減少となっている。予算現額５８５万８千

円に対しては、８２.４％の執行率で前年度９２.６％と比べ１０.２ポイ

ントの減少を示している。 

 

   ２ 総務費 

     歳出決算額は、７億９,３３０万円で前年度決算額７億９,０８８万１千

円と比べ、２４１万９千円（０.３％）の増加となっている。予算現額８億

９１８万４千円に対しては、９８.０％の執行率で前年度９７.７％と比べ

０.３ポイントの増加を示している。 

 

   ３ 事業費 

     歳出決算額は、１１７億２,８４６万３千円で前年度決算額４９億４,７

０５万５千円と比べ、６７億８,１４０万８千円（１３７.１％）の増加と

なっている。予算現額１１７億５,３７８万５千円に対しては、９９.８％

の執行率で前年度９９.９％と比べ０.１ポイントの減少を示している。 

（単位：円：％）

決算額 決算額

構成比 構成比

1 議会費 5,858,000 4,828,758 82.4 0.0 5,929,000 5,491,147 92.6 0.1 △ 662,389 △ 12.1

2 総務費 809,184,000 793,300,147 98.0 6.3 809,327,000 790,881,020 97.7 13.8 2,419,127 0.3

3 事業費 11,753,785,000 11,728,463,110 99.8 93.6 4,952,123,000 4,947,055,440 99.9 86.1 6,781,407,670 137.1

4 公債費 9,769,000 1,109,279 11.4 0.0 1,035,000 165,029 15.9 0.0 944,250 572.2

5 予備費 12,972,000 0 0.0 0.0 20,000,000 0 0.0 0.0 0 0.0

12,591,568,000 12,527,701,294 99.5 100.0 5,788,414,000 5,743,592,636 99.2 100.0 6,784,108,658 118.1

対　前　年　度

予　算　現　額 決　　算　　額 執行率 予 算 現 額 決　算　額 執行率 増  減  額 比　率

合　　　計

款 別 歳 出 状 況　 　年 度 比 較 表

 　　 区　分

  款　別

令　　和　　元　　年　　度 平　　成　　３０　　年　　度
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４ 公債費 

歳出決算額は、１１０万９千円で前年度決算額１６万５千円と比べ９４

万４千円（５７２.２％）の増加となっている。予算現額９７６万９千円

に対しては、１１.４％の執行率で前年度１５.９％と比べ４.５ポイント

の減少を示している。 

  

５ 予備費 

予備費については、当初予算額２,０００万円に対し、４件７０２万８

千円を充当した。充当状況は表４に示すとおりである。 

表４ 

（単位：円：件）

充　当　額 件　数

2 総   務   費 13 委 託 料 770,000 1

3 事 業 費 13 委 託 料 6,258,000 3

7,028,000 4

予 備 費 充 当 状 況 表

款 節

合　　　　　　　計

 

 

(3) 予算の流用状況 

     当年度予算の流用は、款２総務費 節３職員手当等から節１３委託料へ５４

万５千円、同節職員手当等から節１９負担金、補助及び交付金へ１７６万１

千円、節１４使用料及び賃借料から節１２役務費へ６万円、計３件、合計金

額２３６万６千円で前年度予算の流用１件、５９万５千円と比較すると、件

数では２件、金額では１７７万１千円の増加となっている。  

  

 

 以上、本会計については、予算の目的に沿って概ね適正に執行されているものと

認められた。 
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第３ 意見・要望等 

 

 浅川清流環境組合は、日野市、国分寺市、小金井市の３市により、ごみ処理施設

の設置及び運営等を共同で行うことを目的として、平成２７年７月１日に設立され

た一部事務組合である。 

令和元年度は、組合設立５年目となり、新可燃ごみ処理施設の令和２年度の本格

稼働をめざして施設建設工事が進められ、約４年半をかけ施設が完成した。 

歳出決算額のうち、施設整備に向けた経費が増加し、事業費は、１１７億２,８４

６万３千円で、前年度４９億４,７０５万５千円と比較すると６７億８,１４０万８

千円（１３７.１％）大幅に増加した。 

 予算の執行管理については、概ね適正に処理されていた。 

今後の施設運営にあたっては、３市の連携を密にするとともに、市民に対して積

極的に情報発信を行い、周辺環境に配慮した安全・安心な施設運営に努められたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


